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【研究目的】
本研究では、R.W. コンネルが示した「覇権的男性性」

概念を援用し、その「覇権的男性性」を保証する資源と
権力関係について検討する。その際、メディアで表象さ
れ、特に競技者の “ 男らしい肉体 ” が着目されるコンタ
クトスポーツ―プロレス（本研究ではアメリカのプロレ
ス団体 WWE を取り上げる。以下「プロレス」と表記す
る）、大相撲―とその競技者の身体が表象する「男らし
さ」を通して検討する。

【研究方法】
本研究の理論的背景は、R.W.コンネルの示した「覇権

的男性性」「従属的男性性」「共犯的男性性」「周縁的男
性性」という 4 つの男性性の権力関係モデルで、このモ
デルでは、これら 4 つの男性性が、ある時は協働し、あ
る時は相互に葛藤しながら、総体として男性中心社会を
形成し維持していくことに荷担するという構図が示され
た。これを背景に、プロレスにおける男性性の表象は、
WWE（前身 WWF）レッスルマニア大会出場のレスラ
ーを対象に、大相撲では、戦後の相撲ブームで中心とな
った力士を対象に、「審美的身体（競技者として称賛さ
れる外見的・技術的・人格的審美性）」、「正統的身体（健
全さ、人種主義と国籍、ジェンダー等社会的構築物）」
に関わる表象（言説、画像、映像、音声）を抽出し、彼
らの「男らしさ」を表象する資源が何なのかを調査する。

【結果と考察】
プロレスについて Barthes は「プロレスの美点は、そ

れが過度なスペクタクルということである」（Barthes、
1957=2005）（あるいは「度を超えた見世物」（Barthes、
1954=1967））と指摘し、小林は「「プロレスはジャンル
の鬼子」と呼ばれるほど、定義付け困難な文化的領域と
いわれる」（小林、2002）と述べる。一方大相撲も西村
が「近代スポーツにおける判定の客観的合理化の流れと
は逆行している。ここに、大相撲が純粋なスポーツに徹
しきれない性格、すなわち大相撲の芸能性がある」（西
村、2001）と指摘する。こう指摘されるプロレスと大相

撲をコンネルの権力関係構図にあてはめてみると、次の
様なことが分析される。

例えばブルジョア的人間形成のために学校教育に取り
入れられるなど、西欧において近代エリートスポーツの

「正統的身体」を根拠にした「覇権的男性性」を表象す
るコンタクトスポーツにラグビーが挙げられる。一方プ
ロレスはその存在目的が “ 興業 ” であるという側面から
近代スポーツ精神の視点からは「従属的あるいは周縁
化」された競技として目される。しかし同時に、ラグビ
ーとプロレスは双方とも従来型の合理的に鍛え上げられ
た「審美的身体」を示すことで「共犯的」に覇権的男性
性を維持することに加担している。一方大相撲は、伝統
的・宗教的・興行的・非西欧的である点で、西欧を発祥
とする近代スポーツからは完全に「周縁化」されている
が、近年の学生相撲では競技の勝敗、身体訓練や管理
方法などに近代スポーツの手法を取り入れており、その
意味で相撲は周縁に固定化されているのではなく、いつ
でも従属的、共犯的な立場へ転向可能である。そして同
時に、“ 日本の伝統 “ の視点からは相変わらず「覇権的
男性性」から降りることはない。

このように、コンネルの述べる 4 つの男性性モデルの
具体的資源は、けして固定的なものではなく、むしろ社
会状況によって変容するものであって、その変容するこ
と自体がその社会における権力関係を表すものだと言え
る。今後はさらに、文化、地域、時代などを踏まえた調
査が必要である。
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